
１ 会議名  議会基本条例推進協議会 

２ 日時   令和２年８月１８日（火） 

       午前９時５９分から午前１１時まで 

３ 場所   第２・第３委員会室 

４ 出席議員 １４名 

５ 欠席議員 木村冬樹議員 

６ 事務局出席者 議会事務局長 丹羽至、同主任 高野真理子 

７ 会長あいさつ 

８ 報告事項 

（１）各チームの現況報告について 

ＢＣＰチーム長大野議員：策定が遅れたことはチーム長が日程調整を怠った

ためであることをお詫びする。議会ＢＣＰを作成してきた。チーム委員以

外、初めて見られる議員の方もいるので、修正と指摘していただき、また、

チームで会議を開き修正をして完成版にしたい。目を通していただき、次

の議会基本条例推進協議会までにご指摘頂きたい。 

鬼頭会長：説明があったように数回にわたりＢＣＰチームで作成し、細かい

語句等、相互性が取れないところを見直したが、もう一度、各自で原案を

確認してほしい。９月の本協議会でしっかりしたものを出す。質問等は大

野委員長に。 

ＢＣＰチーム長大野議員：修正点等あれば紙で出してほしい。 

 

ＩＣＴチーム長片岡議員：７月２２日(水)に、アプロ通信(株)のマイクシス

テムのデモをＩＣＴチームと議長、副議長で受けた。有線タイプのもので、

デモを受けた感想は全く問題なく、このタイプで見積もりを頂くようお願

いしてある。 

鬼頭会長：配線が埋め込み式でなく、今のような上に出ている状態で、持ち

運んでどこでも使えるようなことも説明の中であった。 

ＩＣＴチーム長片岡議員：補足だが、配線を埋め込み式にすると工事費がま

たかかるということと、線もあまり気になるようなものではないので、現

状と同じような形で見積もりをお願いしてある。 

鬼頭会長：そういった形で事務局でも早急に進めてほしい。 

 

市民参加チーム長宮川議員：今日の会議が終わった後にチーム会議を開きた

いと思う。内容としては、子ども議会の開催について。今まで計画してい

たものが止まっているので、それをどうするのかという点、市制５０周年

に向けての子ども議会の企画をどうしていくのかという２点。また、サポ



ーター制度の今後の課題を掘り下げていきたい。次に、ふれあいトークに

ついても、参加者がどんどん減っているということ、女性の意見、若者の

意見をどうやって取り入れていくのかということを考えていきたい。傍聴

に関しては今後どのようなことが考えられるのかということも含めて進

めていきたいと思っている。成果物としては現在ないので、またできるだ

け具体的な提案ができるような進め方をしていきたい。 

 

（２）その他 

特になし。 

 

９ 協議事項 

（１）議会改革の推進及び検討事項の進捗状況について 

片岡議員：執行機関で導入した議事録作成支援システムを議会でも利用でき

るそうだ。評価をするためにも一度、何かの会議で、一回テストしたい。 

鬼頭会長：具体的にどの会議でやるとは決まっているか。 

片岡議員：私が決めて良いのなら決めるが。皆さんにお諮りして、どこの場

が良いのか含めて検討していただきたいと思うが。 

宮川議員：執行機関のものを借りてやっていくのか、それとも議会で購入す

るのか、方針は。 

片岡議員：今回はテストで借りるという形で、それが良かったら議会として

購入の検討をしてはどうか。前回の翻訳ソフトは４００万円くらいだった

と思うが、比較すると半分以下、数十万円で導入できるようなので、精度

も含めて検討して良いものを議会で購入の検討をしたらどうか。 

大野議員：とりあえず来月の協議会の議事録で試用してみては。 

片岡議員：ではさっそく来月の本協議会で試したいが、いいか。 

梅村議員：確認だが、それが確実に反訳できるかどうかわからないので、い

ままで通りの機材でも同時進行で録音することはできるのか。 

片岡議員：話す時に、現在使っているマイクと、システム用のタブレットと、

両方の電源を押せば併用できる。 

宮川議員：その精度にもよるが、会議がどんどん増えている状況なのでなん

らかの形で導入していかないといけない。どの時期に予算を計上し導入す

るのか大きな課題となる。小さな金額であれば議長に交渉してもらう方法

もあるが、一定の金額を超えるとルートにのせる必要性がある。そのタイ

ムリミット等を考えた上で計画を立てていただきたい。来年度、再来年度

ということであれば、そんなに急ぐこともないが。 

議会事務局長：今月末に予算説明会と実施計画の説明会も合わせて行われる。



おそらく１０月初旬には提出しなくてはならない状況だと思う。 

鬼頭会長：では、来月の本協議会で一度使って検証し、使えそうであれば要

求していく形になるかもわからない。今ここで決めることはできない。 

桝谷議員：来月の議会基本条例推進協議会は９月１８日の午後でいいか。 

鬼頭会長：その予定である。常任委員会の方の政策提言の進捗はどうか。 

大野議員（厚生・文教常任委員会委員長）：手話言語条例の制定について継

続審査としたが、稲沢市への視察が、新型コロナウイルス感染症拡大のた

め出来ない。感染が落ち着いた時にもう一度日程を検討したい。 

関戸議員（総務・産業建設常任委員会委員長）：昨日、短く会議を開いた。

駅東の賑わい作り、岩倉市の交通網を自動運転も含めてどうするか、２つ

にまとめた。この先は次の総務・産業建設常任委員会で、議案審議が終わ

った後に詳細を決めていくということで合意した。 

黒川議員（財務常任委員会委員長）：例年通り、９月定例会の決算審議の結

果を踏まえて進めていく。今回は日程がタイトなので、来月で日程調整を

してまとめあげていく。やり方としては昨年ほぼ確立され、様式等も整っ

ているので、そういうものを踏まえながら準備を整えていきたい。 

梅村議員：委員会室のＷｉ-Ｆｉ拡張の進捗はどのようか。 

議会事務局長：８月２２日（土）に設置してもらう。 

大野議員：今登録してある端末はそのまま使用できるか。 

議会事務局長：その通り。 

 

（２）ふれあいトークの開催について 

鬼頭会長：ＰＴＡとの意見交換会開催に向けて、市Ｐ連会長に声掛けをして

いる。今年はコロナの関係で、ＰＴＡでも横の繋がりがないので、これを

機会に声をかけてみたいと、話が進んでいる。いつ、どうやってやるのか

は決まってないが、今、各学校のＰＴＡの意見を取りまとめている。来月

には方向性がわかるので、次回報告する。また、毎年実施している市民活

動団体との意見交換会について、市民活動支援センター長の安江氏より、

オンラインで開催したいと打診があった。日時は未定。議会報告会につい

ては、本来ならば１０～１１月に開催するところ、市の行事が軒並み中止

になっている中で議会だけ開催するのはどうだろうか。状況的に難しいと

思うが、意見を伺いたい。 

宮川議員：コロナ禍で一堂に会して開催するのは難しい。本来の趣旨は、我々

の活動を発表し、市民に一定の理解を求めること。なおかつ、市民の意見

を集約して執行機関に反映することが大きな役割だと思う。形態は違うと

しても、市民の方々からの意見を集約するような機会、例えば文書やメー



ルを一度投げかけてみるのも一つの方策なのかなと。時代に合わせた形態

を探ってみるのも必要かなと思う。市民参加チームもそれを含めて考えて

いけたらと思っている。 

鬼頭会長：その他、意見はあるか。 

宮川議員：ＰＴＡとの意見交換会だが、議会の方から意識的にフリートーク、

もしくは自由な意見を活発に出すよう投げかけてもらうことをお願いし

たい。 

鬼頭会長：了解した。議会報告会は、宮川委員のほうからも何らかの形で市

民にお知らせして行くと提案があったが、ＨＰ等を利用して、例えば９月

議会の決算審査で出た課題をまとめたものを掲載して、パブリックコメン

トではないが、市民から意見を募る等、今回は一同に会してというのは難

しいと思うので、別の形で発信していくことでいいか。意見があれば。 

黒川議員：第５次総合計画の策定のため、議会としてパブコメとは別に市民

からの意見を集約する必要がある。市民参加チームでやり方を検討してほ

しい。 

鬼頭会長：では、そういった方向性で進めていく。 

 

（３）委員会録画放映について 

鬼頭会長：議会費内で流用して購入が出来ることになった。YouTube に載せ

られるかはわからないが、９月議会でまず録画してみる。ただし、編集は

できない。撮ったものをそのまま流すので、ルール決めをしっかりしたい。

委員長でマイクのオンオフ、暫時休憩、同時に録画を止める。委員長で指

示をしっかり行ってほしい。各自、マイクの切り忘れ等あるが、気を付け

てもらいながらやってみたい。 

大野議員：岩倉市議会は議会放映のルールが決まっていない。放映している

議会は要綱なり規則なりルールを決めている。９月の財務委員会は量も多

いので、あくまでも試行的に事務局にどれくらいの労力がかかるのかとい

うことを知る為にやればいいと思う。流すのはまだどうか。また、議会運

営委員会委員長のもと、他の市議会を参考にルールを作ってから放映する

という形がいいと思う。 

鬼頭会長：承知した。そういったものも作りながら放映していかないといけ

ない。とりあえず、９月は試行的に行うということで、流すのは難しいか

もしれない。 

梅村議員：上手く撮れたら流していけばいいと思うが、一つのルールとして

休憩中は流さない。休憩中に録画されないように、９月議会、まず委員長

や皆が取り組まなくてはならない。委員長は休憩に入る時の宣言、再開す



る時の宣言は確実にしなければいけないし、ついでに「録画を止めて下さ

い。」と一言いってもらえれば更に助かるし、議員は、それぞれ休憩中は絶

対にマイクのスィッチは入れないといった録音されないような取組をき

ちんとしなければいけない。当然、事務局も、あとで編集ができないとい

うなら、休憩に入ったら録画停止ボタンを押さなければいけない。そうい

うことを一つ一つやっていって、どこまでのものが仕上げられるかという

こと。 

宮川議員：あくまでも確認だが、編集はできないということだが、本会議に

関しては、一定のところで動画を切っているという作業がある。委員会で

あれば例えば、款毎で切るとかないと、数時間流しっぱなしというのは、

誰にも見てもらえないだろうから、そういうことが可能かどうか。今のと

ころどういう想定か。 

議会事務局長：流しっぱなしのものを見るかと言えばなかなか見づらいもの

もあるので、款毎に切る作業がどの程度手間になるのかも含めて一度また

確認したい。 

片岡議員：都度休憩を取って、録画を一度止めたらファイルは分かれるので、

そのやり方なら出来る。 

大野議員：９月はあくまでの試行。必要なら編集ソフトを購入すればいいの

では。 

鬼頭会長：今回、ソフトは予算に入っていないので、追加できるのかも検討

しながらやっていきたい。とりあえず、休憩の時のルールだけは皆さん、

ご承知おきを。 

 

（４）防災訓練について 

鬼頭会長：９月２７日（日）曽野小学校で実施されるが、今回は体育館の中

だけで実施され、参加者も必要最小限。問い合わせたところ、議会からの

参加は見合わせてほしいと言われた。どうか。 

須藤副会長：開催学区の議員も参加しては駄目か。 

鬼頭会長：執行機関の意向としては、議員全員で参加することは避けてほし

いという感じだった。 

黒川議員：地元として参加するのは構わないのではないか。ただ防災服の着

用は困るということ。それだけは駄目だ。 

宮川議員：区内の市民として参加するのは問題ないのでは。 

鬼頭会長：では議会としての防災訓練は行わないこととする。体育館の中で

感染の防止だとか、今回の新型コロナウイルス感染症に対する運営の仕方

だとか、そういったことを主にやっていくと聞いている。 



桝谷議員：密になるのを防ぐなら、少人数かつ、屋外で実施すればいいのに、

なぜ体育館の中でやることにしたのだろうか。 

鬼頭会長：不明。おそらく、避難所での感染症対策に関する訓練を行うから

では。 

大野議員：体育館は全ての窓をあけて三密対策はおそらく十分にとられて、

屋外と変わらない訓練をすると思う。 

宮川議員：今回は感染対策がテーマということで、今までになかった訓練で

ある。行事としてやるわけでなく、実践としてやってみて問題点を見つけ、

反省を促すことが大きな役割としてある。結果どうだったのか、課題は何

かというところを議会として集約する必要があるので、会長か議長かにお

願いしたい。 

鬼頭会長：執行機関から話を聞くなり、また、相談をしてこの協議会の中で

報告をもらってもいいかもしれない。 

 

（５）市制５０周年記念に向けた議会行事について 

鬼頭会長：前回も話をしたが、皆さんからこういうのがやりたいという話は

特になかったと思う。宮川議員からは、５０周年に子ども議会というのを

今考えているとのこと。 

大野議員：高校生による政策提言に取り組んではどうか。 

鬼頭会長：去年、大野議員からそういった話もあったが、新型コロナウイル

ス感染症が拡大してきてなかなかできなかったので、また新しい形で、で

きれば来年、高校生の意見を聞いていくのもいいかもしれない。 

黒川議員：高校生議会について、私も議長の時、岩倉総合高校の校長と協議

したが、議会が来るとなると、政治的な向きもあって心配する保護者も出

てくると言われたこともある。いきなり話を持ち込んだら相手も困るだろ

う。実施するなら今から準備に入らないと、早めに協議しないと間に合わ

ない。 

宮川議員：議会が直接関わると、どうしても政治的な部分を学校側は躊躇さ

れる。前回のおむすびトークのように、なんらかの機関に真ん中に入って

コーディネート役をしていただく。それが今までのようにせいじ～るがい

いのか、教育機関の大学などに産学連携みたいに入ってもらって、向こう

も研究データとしてはおもしろいデータが取れると思うので、そういう投

げかけというのも必要と思う。それによって学校側もあまりハードルをあ

げずに参加することを考えてくれる。これも市民参加チームの管轄となり

そうか。 

鬼頭会長：記念行事なので、本協議会で進めるつもりだが。 



宮川議員：たたき台みたいなものを作るくらいしか、我々としてもできない

と思うが。最初から全体でやるかやらないか含めて、一つの手法かなと思

うので、会長にお任せする。 

鬼頭会長：方向性を探りながら、できるようであれば、次回９月の協議会の

方でまた発表していきたいと思う。 

議会事務局長：予算編成の時期なので、予算を必要とするものではないとい

うことでいいか。 

鬼頭会長：高校生議会、子ども議会ということであれば特に予算がかかるこ

とはない。 

宮川議員：特別枠の予算をかけない前提で計画を進めていきたい。公的な場

所を利用するので会場にはお金はかからないと思う。仮に飲み物を出した

として、それは予算内で可能。 

 

（６）その他 

黒川議員（第５次総合計画検討特別委員会委員長）：第５次総合計画検討特

別委員会において、第４次総合計画の総括評価が７月で完了した。現在、

事務局で会議録を用意しているが、数百ページにのぼるので、私の方で会

議録をベースに整理し、お手元に配付した。８月３日と昨日、総合計画審

議会が開かれたので傍聴した。昨日の審議会において基本構想案と基本計

画総論案について了解された。今後、第一部会、第二部会と１４名の委員

を２つに分けた部会で、基本計画各論の審議に入る。審議期間は、１０月

１４日が第１回目で、３回程、部会が行われる。第４次の場合は、基本目

標が６章立てだったが、今回は５章立てになる。また基本計画各論につい

ては、現在内部において素案作りが行われており、昨日の段階では提案さ

れていない。あくまでも基本構想案と基本計画総論案だけが審議会では提

示され、昨日了解に至ったもの。１１月６日に審議会の全体会が開かれ、

そこで了解されれば、速やかにパブリックコメントに入っていく。１２月

２１日に審議会が開催され、パブリックコメントの意見を踏まえた形で答

申案が検討され、そこでまとまれば市長への答申に至るということで、か

なり日程がタイトである。今後のスケジュールについては９月２３日の特

別検討委員会で、執行機関から示してもらう。今回私が１１ページでまと

めあげたのは、現在まさに庁内内部において基本計画各論の素案作りに入

っているところなので、９月定例会における決算審査で我々がどこまで踏

み込んでそれができるかということ。積み残した課題は何か、新たな課題

は何か、そういうものを浮き彫りにさせていき、それを基本計画各論の中

に反映させていく努力が必要。また、第５次総合計画の計画検討の際の資



料としてお使いいただけるだろうということで、このような形でまとめさ

せていただいたので、ご一読頂き定例会の決算審査に臨んでほしい。 

鬼頭会長：ここにまとめていただいたのは皆さんからの意見だけである。執

行機関の回答は載っていないので、そういったことをもう一度確認したけ

れば議事録を見ていただくことになる。 

それから、緊急時の連絡方法について協議したい。今はメール等で皆さ

んにお知らせしているが、議会のＬＩＮＥグループを作ってそこで一斉に

情報共有していくのはどうだろうか。 

梅村議員（議長）：これが課題になった現状だが、新型コロナウイルス感染

症に関する情報を、現在は局長から議長宛てにメールをもらい、議長から

各議員へメールやＬＩＮＥ等、それぞれ皆さんとやり取りできるものでお

伝えしている。情報がわかるのがどうしても平日の夕方～夜、土日という

状況なのでそうしているが、緊急の連絡の取り方として一つ確立したもの

を作ったほうが良いのではないかと思い提案した。そういうものができて

くるといずれはレターケースに入れる書類の電子化にも役立てていける。

まずは緊急時の連絡方法として、どんな方法が良いのか意見を聞きたい。 

宮川議員：議会全体としての情報共有の在り方を確立するにあたって大賛成。

全体的な情報共有で一番手間が掛からないのであればいいのでは。 

大野議員：議会ＢＣＰの草案の２３ページに、緊急時の連絡方法を掲載した。

電話も携帯電話も使えない時、災害時伝言ダイヤルというのがあるので、

全議員で試せる時期が限られており、一度全員で練習が必要。ＬＩＮＥは

ＬＩＮＥで必要だが、これはこれで必要。 

鬼頭会長：災害時の災害伝言ダイヤルである。時期を見て実施したい。毎月

１日か。 

大野議員：災害伝言ダイヤル１７１の体験利用期間は防災週間の８月３０日

から９月５日、１月１５日から１月２０日、毎月１日、１５日、正月三賀

日。一度、どこかの時期で体験を。 

梅村議員（議長）：ＬＩＮＥグループは作成することでいいのか。 

（異議なし） 

 

１０ その他 

鬼頭会長：議会サポーターとの意見交換会が７月に終わった。提出がまだの

人は、事務局に出してほしい。 

大野議員：ＺＯＯＭの有償版はいつ購入するのか。正副議長と正副会長で検

討してほしい。 

鬼頭会長：有償版だと時間の制限がない。無料版だと４０分。それも議会費



の中で使えるようであれば。 

梅村議員：９月定例会初日の一斉ポロシャツ着用にご協力お願い。 

大野議員：マスコミには連絡してあるのか。 

議会事務局長：連絡済み。 

 

次回日程：９月１８日（金）午後１時１０分から 


